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４
月
30
日
に
新
病
院
が
開
業

　
舞
鶴
赤
十
字
病
院
の
隣
接
地
に

建
設
を
進
め
て
い
た
舞
鶴
市
民
病

院
の
工
事
が
終
了
。
４
月
30
日
㈬

に
移
転
し
開
業
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
開
業
後
は
、
新
し
い
中
丹
地
域

医
療
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
市
内

に
不
足
す
る
療
養
病
床
に
特
化
し

た
病
院
と
し
て
慢
性
期
医
療
を
担

う
と
と
も
に
、
医
療
機
能
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
内
の
急
性

期
を
担
う
公
的
病
院
や
医
療
関
係

機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図

り
、
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
い
ま

す
。

新しい市民病院が完成

　

新
病
院
の
概
要

【
場
所
】

　
市
内
字
倉
谷
１
３
５
０
番
地
の

11
（
舞
鶴
赤
十
字
病
院
隣
接
地
）

【
建
物
規
模
】

　
鉄
骨
造
３
階
建
て

【
病
床
数
】

　
療
養
病
床
１
０
０
床

　（
２
階
と
３
階
に
各
50
床
）

【
対
象
患
者
】

　
急
性
期
を
脱
し
病
状
が
安
定
し

長
期
に
わ
た
り
入
院
が
必
要
な
人

【
診
療
内
容
】

　
医
学
的
管
理
の
も
と
看
護
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
支
援

な
ど
を
実
施
。
身
体
状
態
が
安
定

し
施
設
や
家
庭
へ
の
復

帰
が
可
能
な
人
に
は
退

院
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

※
現
在
の
病
院
は
４
月

29
日
付
け
で
閉
院
。

▼
詳
し
く
は
、
市
民
病

院
（
☎
62
・
２
６
３
０
）

へ
。

▼
４
月
30
日
以
降
は
新

市
民
病
院
（
☎
60
・
９

０
２
０
、
ＦＡＸ
76
・
８
７

３
０
）
へ
。

療養病床に特化　地域医療に貢献療養病床に特化　地域医療に貢献

※舞鶴赤十字病院の工事のため、市民病院への進
入は当分の間、矢印からになります。

【 位 置 図 】

入口

中丹東保健所工事のため
通行止め

ユ
ネ
ス
コ
へ
申
請

世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て

　
３
月
４
日
、
引
揚
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
記
者
会
見
で
、
会
見
出
席
者
や
報

道
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、「
ユ
ネ
ス

コ
世
界
記
憶
遺
産
」
の
登
録
を
目
指
し

て
、
多
々
見
市
長
が
自
ら
電
子
メ
ー
ル

で
ユ
ネ
ス
コ
（
本
部
パ
リ
）
へ
申
請
し

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
引
き
揚
げ
開
始
か
ら
70
年

目
に
あ
た
る
平
成
27
年
に
、「
ユ
ネ
ス

コ
世
界
記
憶
遺
産
」
登
録
を
実
現
し
よ

う
と
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
が
所
蔵
す
る

シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
引
き
揚
げ
の
関
係
資

料
約
１
万
２
千
点
の
中
か
ら
、真
正
性
、

世
界
的
な
重
要
性
、
希
少
性
の
高
い
５

７
０
点
を
選
定
し
申
請
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
会
見
で
市
長
は
「
今
回
申

請
す
る
資
料
の
多
く
は
〝
生
き
る
こ
と

へ
の
希
望
の
記
録
で
あ
る
〟
と
い
う
思

い
か
ら
、
申
請
の
推
薦
書
に
『
舞
鶴
へ

の
生
還
　1945

‐1956

シ
ベ
リ
ア
抑

留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の

記
録
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
し

た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
今
回
の
資
料

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
体
験
の

中
で
も
、
生
き
て
帰
国
す
る
こ
と
を
信

世界記憶遺産登録までの道のり

資料の選考基準作成

登録候補の選定

推薦書を作成・英訳

ユネスコへ申請

国へ差し戻し

国内選考委員会
による選考

ユネスコ審査

登録

国内で３件以上の申請の場合

有
識
者
会
議
の
助
言

平成 27 年

現在

～　

舞
鶴
引
揚
記
念
館
所
蔵
資
料　

～

①記者会見で登録への思いを述べる多々見市長 　②申請資料（端野いせ氏が息子に宛てた手紙）
③申請書をユネスコへ送信する市長　④申請資料（白樺日誌）

じ
て
書
か
れ
た
記
録
。
ま
た
安
否
を
気

遣
う
家
族
も
再
会
の
望
み
を
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
引
揚
者
は
帰
国

を
果
た
せ
な
か
っ
た
方
々
の
分
ま
で
精

一
杯
生
き
よ
う
と
努
力
さ
れ
、
今
日
の

平
和
な
社
会
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。『
世
界
記
憶
遺
産
』
の
登
録
は
、

引
揚
者
の
新
し
い
人
生
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
『
再
出
発
の
地
』
で
あ
る
舞

鶴
の
責
務
で
す
」
と
強
い
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

　
会
見
に
は
、
尾
関
善
之
・
市
議
会
議

長
や
黒
沢
文
貴・有
識
者
会
議
会
長（
東

京
女
子
大
教
授
）、
谷
口
栄
一
・
舞
鶴
・

引
揚
語
り
の
会
理
事
長
も
同
席
し
申
請

の
瞬
間
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。

▼
詳
し
く
は
、
引
揚
記
念
館
（
☎
68
・

０
８
３
６
）
へ
。
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